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ここが 

ポイント 

◆子どもが区に対して自由に意見す

ることができる場やツールを整

え、届いた意見を区の施策に反映

します。 

事業費
①1,476 千円 

②2,542 千円 

③  757 千円 

 

① 

② 

課 長 子ども政策課 西川 

☎  03-3578-2440（直通） 

係 長 子ども政策推進係 溝口 

☎  03-3578-2680（直通） 

③ 
課 長 政策広聴担当 石川 

☎  03-3578-2480（直通） 

係 長 広聴担当 山田 

☎  03-3578-2051（直通） 

資料１ 

問合せ 

港区こども月間・みなと子ども会議・子ども版広聴 

概 要 

令 和 ６ 年 ４ 月 ２ ３ 日

区 長 記 者 発 表

 おおむね 10～18 歳のみなさんが集まり、「港区に 

こんなふうになってほしい！」ということをグループ

で話し合って発表し、区の政策につなげていきます。 

～子どもの声をもっと区政に～ 

区では５月１日から 31 日の１か月を、子どもの意見に耳を傾ける強化月間「港区

こども月間」と位置づけ、図書館や中高生プラザ等の区有施設を巡るスタンプラリー

を実施し、アンケートを通じて子どもの意見に耳を傾ける機会を確保します。 

子どもたちが親しみやすいデザインの広聴はがきを作成 

します。また、区ホームページに子ども向けの意見フォーム

を作成し、スマートフォン等からでも意見や提案ができるよ

うにします。 

寄せられた意見等は庁内関係部署で共有して対応する 

とともに、回答は子どもへ伝わる表現でお届けします。 

■実 施 内 容 参加者が年代別３つのグループに分かれ、テーマを定めて話し合います。 

会議は令和６年度中に全５回程度開催し、グループでの検討結果の 

発表を通じて港区の政策につなげていきます。 

■対 象 者  ０歳～高校生世代の子どもとその保護者等 

■開始時期 令和６年４月 

■対象と参加者数 おおむね 10～18 歳の区内在住・在学者 28 名  

■実施内容  ３つの地区でスタンプを集めてアンケートに答えた方にプレゼントを贈呈 

区ではこれまで、基本計画の改定時等の子どもを対象にしたアンケートの実施や、

区長と区政を語る会への中学生や高校生等の参加など、様々な機会を捉えて子どもの

意見を区政に反映するために取り組んできました。令和６年度はこの取組をさらに強

化していきます。 

子ども版広聴の受付 

子ども版 
広聴はがき ▶

テーマの例 

子ども版広聴 
◀ 意見フォーム

・子どもたちの居場所の充実 

・ICT 活用や国際理解など、 

区に取り組んでほしい教育 

  

みなと子ども会議の開催 

港区こども月間 ＜スタンプラリーの実施＞ 


